
 

 

 

平成２９年度 校内研修計画 

甲州市立勝沼中学校 

１ 研究主題   自ら考え，豊かに表現できる生徒の育成 

～学ぶ意欲を持ち，支え合う集団づくりを目指して～ 

 

２  主題設定の理由 

勝沼中学校の学校経営における基本方針は，甲州市で進める「確かな学力育成プロ

ジェクト」の３つの視点である「授業づくり，授業改善」「学級づくり，集団づく

り」「保護者，地域住民等との連携」の中にすべて含まれている。ゆえに，甲州市の

プロジェクトをもとに，生徒に確かな学力を保証する集団づくり，授業づくりを推進

し，併せて豊かな心を育む取り組みを実践することで，基本方針の実現へと向かって

いくと考えられる。  

校歌の歌詞の中にある「学舎は常に愉しく」という言葉は，勝沼中のキーワードで

あり，生徒が学ぶことが愉しくなるように，教師集団がひとつのチームとなって，授

業づくりと学級づくりに主体的に挑戦し励んでいくこと表している。特に，その言葉

を用いた「学舎タイム」の時間は，今年度も大切に取り組んでいきたい。  

学舎タイム  

・主に数学と英語の苦手な生徒を一カ所に集めて，複数の教師で集中的に教えるこ  

とで基礎的な学力の向上を図る。その他の生徒は，教室で自分の苦手な教科に学

習のレシピを参考にしながら取り組む。  

・グループで課題を解決することにより，共に学び合う力（教え合う力）を高める。  

 

  また，一昨年度から継続して，学ぶ意欲が高まるように，授業の「目標」と「ポイ

ント」を生徒にはっきりと見える形で掲示し，共通した授業づくりの取り組みを行っ

ている。他にも授業規律の均等化のために授業評価シートを活用したり，また，学び

の甲斐善八か条を活用した家庭学習の振り返り，そして，班替えや行事後のエンカウ

ンターなど，学級づくりや家庭学習の習慣化にも力を入れている。 

今年度も昨年度から実践していることを継続して行うことで，より質的な向上を目

指していきたいと考える。そのために，主に理論的なことは，市のプロジェクトで学

習し，校内研究は実践の場として，理論と実践を一体化させながら，校内研究を進め

ていきたい。子どもたちのために，市のプロジェクトや校内研究で学んだことをいか

し，また自分自身の教師としての引き出しを増やしていくためにも新たなことに積極

的にみんなで挑戦していきたい。  

 

３ 研究の具体的内容と方法 

（１）授業づくり，授業改善に関わって 

   ①道徳の教科化に向け，内容項目を意識した授業を行う。  

②ＮＲＴ検査や全国学力学習状況調査，県学力把握調査を分析し，改善を図る。  

③「見通し・振り返り」学習活動を基盤にした授業を展開する。  

  ＊「今日の目標」「今日のポイント」を提示し，見通しのある授業を行う。 

   ④読書活動の充実を図る。  

⑤甲州市「ティーチャーズノート」を授業づくりにいかす。  

 

（２）学級づくり，集団づくりに関わって 

①学校全体で授業評価シートを使い，基本となる授業規律を確立する。  

②「hyper－QU」の実施し，K-13 法で分析を行い，活用する。   

     ③甲州市「ティーチャーズノート」を学級づくりにいかす。  



 

 

 

（３）家庭学習の習慣化に関わって  

①家庭学習のレシピを活用し，自主学習ノートのレベルアップを図る。  

②放課後に，基礎・基本の定着を目指す「学舎タイム」を行う。  

③甲州市「学習の手引き」「家庭教育・子育て」Ｑ＆Ａを指導にいかす。  

  ④学びの甲斐善八か条を意識し，振り返りの日を設定する。  

 

【研究授業の実施】上記の（１）と（２）をふまえ，研究授業を行う。  

道徳（学級づくり・授業づくりに関わる授業） 

 


